
■人口 312,158人［７月末日現在（前年比−151）］ ■火災件数 ４件［７月分（前年比−３）］ ■交通事故件数 952件［７月分］

９月上旬号広 報
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皆さん、こんにちは！トッキーこと、
市長の田中俊行です。
今回は、本市の学力向上の取り

組みについてご紹介します。私が
主宰する「総合教育会議」におい
て、私と教育長および教育委員と
の間で、子どもたちの学力向上を
図るための施策について議論を深
め、先日、「四日市市学力向上アク
ションプラン」を策定したところ
です。
このプランは、「学びの質の向

上」と「学びの環境の充実」の２

つのアクションで構成されていま
すが、では、そもそも“学力”と
は何でしょうか？
本市で言う“学力”とは、社会

人になっても通用する問題解決能
力の基礎となる知識や技能を意味
しています。その“学力”をしっ
かり身に付けることによって、自
ら考え、他者とも協働しながら問
題や課題を解決していく力を育む
ことができると考えています。
具体的には、論理的思考力や表

現力を高めるための「中学生スピ
ーチコンテスト」、本市のさまざま
な地域資源や企業人材を活用した
体験学習、さらには、本市独自の

小１・中１の30人学級を生かし
た、わかりやすい授業など、「学び
の質の向上」を目指します。一方
で、教室のエアコンやＩＣＴ環境を
整備し、「学びの環境の充実」も図
ります。
こうした本市独自の教育施策を

展開し、「産業と文化の調和した、
魅力と風格のあるまち四日市」を
担う、グロー
バルな視点を
持った人材を
育成していき
たいと思いま
す。

学力向上アクションプラン

四日市市長
田中 俊行

スポーツ功労賞 浅井康太選手（競輪）

四日市競輪場をメーンバンクとし、昨年末に開催
された「ＫＥＩＲＩＮグランプリ2015」で優勝した浅
井康太選手（本市出身）が、先日、表敬訪問に来て
くださいました。
「ＫＥＩＲＩＮグランプリ」は、トップレベルの競輪
選手のみが出場できる競輪界最高峰のレースで、浅
井選手は５回目の挑戦となる今回、初優勝を果たし
てくれました。

この優勝を含み、浅井選手のこれまでの大きな功
績をたたえ、当日、スポーツ功労賞を授与させてい
ただいたところです。

このように、本市出身の選手がスポーツの世界の
ひのき舞台で活躍することは、市民に夢や希望を与
え、本市のシティプロモー
ションにもつながることか
ら、観光大使にも委嘱させ
ていただきました。

農業生産現場（ブルーベリー農園）
を訪問

先日、「四日市市農業経営者会議」のメンバーが営
むブルーベリー農園を訪問し、先駆的な農業につい
ての話を聴かせていただきました。

この農家では、カブやじゃがいもなどの露地野菜
を市場を通して出荷していましたが、消費者の顔を
見て、直接、声が聴きたいとの思いから、ブルーベ
リー狩りができる体験型の観光農園を平成26年に
オープンしました。現在、5,000㎡ の敷地の中に、
東海地区最多の92品種、約1,000本のブルーベリー
を栽培しています。

高齢化による担い手不足や耕作放棄地の増加な
ど、農業は深刻な問題に直面していますが、加工や
直販、観光型農業など
の新たな分野に取り組
む農家も増えており、
市としても、できる限
りの支援をしていきた
いと考えています。

農園のオーナーから説明を受ける
田中市長（中央）
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スポーツ功労賞を受賞した浅井康太選手（右）


